
令和 7 年度 肺がん部会 要旨 

 

日 時 令和 8年 1月 23 日（金）18：00～19:30 / 開催方法 オンライン（Zoom） 

1. 開会 健康推進課長挨拶 

2. 報告事項 

1） 前回の「肺がん部会」の議論について                                     【資料 1】 

2） がん登録データから見た島根県の肺がんの状況          【資料 2】 

3） 市町村における肺がん検診実施状況    【資料 3-1～3-3,資料 4-1～4-3,資料 5】 

委員）個別の受診勧奨について、市町村ごとに実施状況にばらつきがあるが県として何か方

針や支援を考えているか。 

→事務局）市町村担当者会議等で個別通知を実施している自治体の事例を共有するなどして

個別勧奨を促している。ただ、市町村ごとの財政やマンパワーの事情があり、それぞれでき

る範囲で受診勧奨している状況。コストを抑え実施できる方法を市町村と考えていきたい。 

→委員）IT 活用等、負担が少ない方法を検討しても良いと思う。 

→事務局）参考とさせていただく。 

4） がん検診精密検査実施機関登録状況            【資料 6-1～6-3】 

5） がん検診実施体制調査                                       【資料 7】 

3. 情報共有  

1） 「がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針」 の改正 【資料 8-1,8-2】 

4. その他 

○読影医のスキル向上に向けて 

事務局）読影医の読影力向上のための講習会の実施について、県では毎年がん種を変えて講習会

を実施しているが、毎年肺がんをテーマに実施するのは難しい状況である。ただ、必要性が高い

ものは開催頻度を上げることも検討したい。また、検診機関で実施している症例検討会について、

関係者以外の者に門戸を広げることは可能かご教示いただきたい。 

→委員①）毎年症例検討・振り返りの勉強会を実施（WEB 参加も有り）。今年は松江市の読影医

も参加予定。徐々に対象を広げていければと思う。 

→委員②）毎年２月頃に実施。現状は自施設の振り返りが中心で、門戸を広げるには準備・調

整が必要だが、関係者と相談しながら検討は可能。 

→事務局）今後相談させていただきたい。 

→部会長）症例を事前に準備し参加者で見る形式で実施すると良いと思う。また、WEB や e-ラ

ーニングなどオンデマンド型の学習も有効な手段である。症例の共有の方法等は今後要相談。 

 

○低線量 CT 検査導入に向けて 

部会長）国の手引き等ができ次第、低線量 CT 導入を見据えて課題整理を進めていきたい。 

 

 


